
土砂災害の形態 現象とその前ぶれ（前兆現象）

土
石
流

長雨や集中豪雨などにより、山や川の石や土砂が水と一体となって一気に下流へ流れる
現象です。その流れるスピードは時速 20 キロから 40 キロといわれ、自動車が走る速度
とほぼ同じです。
　《前兆現象》○山鳴りがする。
　 ○雨が降り続いているのに川の水位が下がる。
　 ○川の水が急に濁ったり、流木が混ざり始める。
　 ○腐った土のにおいがする。

が
け
崩
れ

長雨や集中豪雨などにより、斜面が急に崩れ落ちる現象です。
　《前兆現象》○がけから水が湧き出してくる。
　 ○がけに亀裂が入る。
　 ○がけから小石がぱらぱら落ちてくる。
　 ○がけから木の根が切れる等の異様な音がする。

地
す
べ
り

地下水などが粘土のようなすべりやすい地層にしみこんで、その影響で地面が動き出す
現象です。
　《前兆現象》○沢や井戸の水が濁る。
　 ○地面にひび割れができる。
　 ○斜面から水がふきだす。
　 ○家のよう壁に亀裂が入る。
　 ○家やよう壁、樹木や電柱が傾く。

● 土砂災害の形態と前ぶれ ●

○お問い合せは
　鹿児島県：県庁　砂防課　土砂災害防止推進班………………電話番号：099−286−3616
　鹿屋土木事務所　大隅地域振興局建設部　河川港湾課………電話番号：0994−43−3121
○錦江町役場…………………………………………………………電話番号：22−0511
　本庁建設課…………………………………………………………電話番号：22−3033
　支所産業建設課……………………………………………………電話番号：25−2511
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